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は
じ
め
に

曾
國
藩
「
歐
陽
生
文
集
序
」（『
曾
文
正
公
文
集
』
巻
一
）
は
、
歐
陽
勳
の
遺
集

に
対
す
る
序
で
、
桐
城
派
の
系
譜
を
端
的
に
示
し
た
文
章
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
桐
城
派
は
姚
鼐
に
よ
っ
て
確
立
し
、
そ
の
教
え
は
弟
子
を
通
し
て

桐
城
、
江
西
、
廣
西
、
湖
南
な
ど
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
廣
西
へ

の
伝
播
に
つ
い
て
は
、
朱
琦
、
龍
啓
瑞
、
王
拯
（
原
名
は
錫
振
）
ら
が
吳
德
旋
と

呂
璜
の
主
張
に
同
調
し
、
そ
の
後
「
而
も
益
ま
す
其
の
術
を
廣
め
ん
こ
と
を
梅
伯

言
に
求
む
。
是
れ
に
由
り
桐
城
宗
派　

廣
西
に
流
衍
す
（
而
益
求
廣
其
術
於
梅
伯

言
。
由
是
桐
城
宗
派
流
衍
於
廣
西
矣
）。」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
桐
城
宗

派
」
と
い
う
よ
う
に
、
曾
國
藩
は
、
桐
城
派
の
正
統
が
梅
曾
亮
を
通
じ
て
朱
琦
ら

に
伝
わ
っ
た
と
見
な
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
論
者
は
、
姚
門
の
文
学
活
動
に
注
目
し
て
、
彼
ら
が
桐
城
派
の
発
展

に
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
て
き
た1
。
そ
こ
で
、
今
回
は
姚
門
の
ひ
と
り
で
あ
る
梅

曾
亮
と
そ
の
周
辺
人
物
の
活
動
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
朱
琦
ら
廣
西
出
身

者
以
外
に
も
、
京
師
に
お
い
て
、
多
く
の
知
識
人
が
彼
か
ら
教
え
を
受
け
た
。
梅

曾
亮
の
上
京
後
の
活
躍
に
つ
い
て
、
姚
瑩
は
「
惜
抱
先
生
與
管
異
之
書
跋
」（『
東

溟
文
後
集
』
巻
十
）
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　

獨
り
伯
言　

戸
部
郎
官
爲た

る
こ
と
二
十
餘
年
、
植
品
甚
だ
高
く
、
詩
古
文

の
功
力
與と
も

に
抗
衡
す
る
者
無
し
。
其
の
得
る
所
を
以
て
古
文
を
好
む
者
の
爲た

め
に
倡
導
す
れ
ば
、
和
す
る
者
益
ま
す
衆
し
。
是
こ
に
于
い
て
先
生
の
説
益

ま
す
大
い
に
明
ら
か
な
り
（
獨
伯
言
爲
戸
部
郎
官
二
十
餘
年
、
植
品
甚
高
、

詩
古
文
功
力
無
與
抗
衡
者
。
以
其
所
得
爲
好
古
文
者
倡
導
、
和
者
益
衆
。
于

是
先
生
之
説
益
大
明
）。

最
後
の
「
先
生
」
は
ふ
た
り
の
師
で
あ
る
姚
鼐
を
指
し
、
そ
の
文
学
主
張
は
梅

曾
亮
に
よ
っ
て
文
壇
に
定
着
し
た
と
い
う
。
彼
は
高
潔
な
人
格
や
詩
古
文
へ
の
造

詣
に
お
い
て
並
ぶ
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
二
十
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
、
京
師
で

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、
彼
を
中
心
と
し
て
、
詩
文
の
応
酬
や

作
品
の
批
評
な
ど
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
梅
曾
亮
ら
は
み
ず
か

ら
を
桐
城
派
の
正
統
と
見
な
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
党
派
意
識
は
、
そ
れ
以
前
の

桐
城
派
の
人
々
と
は
性
格
が
異
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
京
師
桐
城
派
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。
こ
の
京
師
桐
城
派
は
、
桐
城
派
の
発
展
に
お
い
て
、
特
に
重
要
な

貢
献
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

梅
曾
亮
ら
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
柳
春
蕊
『
晩
清
古
文
研
究　

―
―
以
陳
用

光
、
梅
曾
亮
、
曾
國
藩
、
吳
汝
綸
四
大
古
文
圈
子
爲
中
心
』（
百
花
洲
文
藝
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
に
す
で
に
論
考
が
あ
る2
。
彼
ら
の
文
学
活
動
の
な
か
で

も
、
本
稿
で
は
酒
宴
と
文
学
批
評
に
注
目
し
、
彼
ら
が
グ
ル
ー
プ
と
し
て
結
束
し

て
い
く
過
程
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
梅
曾
亮
を
中
心
と
す
る
京
師

桐
城
派
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
各
地
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

― 注注注 ―



金城学院大学論集　人文科学編　第18巻第 1号 2021年 9 月

六
九

　
　
第
一
章
　
　
梅
曾
亮
と
そ
の
同
人

梅
曾
亮
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
劉
聲
木
『
桐
城
文
學
淵
源
考
』
巻
七

「
此
卷
專
記
師
事
及
私
淑
梅
曾
亮
諸
人
」
に
、
そ
の
名
が
見
え
る3
。
そ
の
ひ
と
り

秦
緗
業
が
「
伯
言
固
よ
り
常
に
相
い
過
從
し
て
、
而
も
師
友
の
閒
に
在
る
者
な
り

（
伯
言
固
常
相
過
從
、
而
在
師
友
閒
者
也
）。」（『
虹
橋
老
屋
遺
稿
文
』
巻
一
「
答

裘
葆
良
書
」）
と
い
う
よ
う
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
梅
曾
亮
は
古
文
の
師
で
も
あ

り
、
年
長
の
友
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
彼
の
周
囲
に
ど
の
よ
う
な

人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
か
、
そ
の
交
遊
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

ま
ず
、
梅
曾
亮
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
く
。
彼
は
字
を
伯
言
と
い

い
、
上
元
の
人
で
あ
る
。
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）、
十
八
歳
で
姚
鼐
に
弟
子
入

り
す
る
。
翌
年
、
父
に
従
っ
て
一
旦
は
江
西
に
赴
く
が
、
二
十
歳
か
ら
ふ
た
た
び

師
の
教
え
を
親
し
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
姚
鼐
晩
年
の
高
弟
と
見
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。
三
十
五
歳
で
挙
人
と
な
り
、
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
に
は

進
士
に
及
第
す
る
。
翌
年
に
は
廣
西
に
知
県
と
し
て
赴
く
も
の
の
、
す
ぐ
に
病
と

称
し
て
辞
し
た
。
そ
の
後
、
江
南
に
お
い
て
約
十
年
間
活
動
し
て
い
る
。

彼
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
道
光
十
三
年
（
一
八
三
三
）
の
二
度
目
の
上
京
で

あ
る
。
翌
年
に
は
貲
に
よ
っ
て
郎
中
と
な
り
、
四
十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
、

長
く
京
師
に
滞
在
し
た
。
彼
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
の
は
、
京
朝
官
も
い
れ
ば
、
ま

だ
科
挙
に
及
第
し
な
い
挙
子
も
い
た
。
そ
の
社
会
的
地
位
に
よ
っ
て
、
梅
曾
亮
を

師
と
し
た
り
、
友
人
と
み
な
し
た
り
し
た
。
そ
の
関
係
は
姚
門
の
よ
う
な
師
弟
関

係
と
異
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
彼
ら
を
梅
曾
亮
の
同
人
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す

る
。
そ
こ
で
以
下
、
秦
緗
業
「
古
杼
秋
館
遺
稿
序
」（『
虹
橋
老
屋
遺
稿
文
』
巻

二
）
を
取
り
あ
げ
、
同
人
と
の
交
遊
関
係
を
見
て
い
く
。

秦
緗
業
は
無
錫
の
副
榜
で
、
父
の
秦
瀛
は
姚
鼐
の
弟
子
で
あ
る
。
彼
は
道
光
十

九
年
（
一
八
三
九
）
に
上
京
し
、
梅
曾
亮
の
教
え
に
よ
っ
て
古
文
義
法
に
触
れ
る

よ
う
に
な
る
。「
古
杼
秋
館
遺
稿
序
」
で
は
、
そ
の
同
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
い
う
。

　
　
　

時
に
朱
侍
御
伯
韓
、
余
戸
部
小
坡
、
邵
舍
人
位
西
、
陳
上
舍
藝
叔
、
曾
閣

學
滌
生
、
王
戸
部
少
鶴
、
馮
刑
部
魯
川
の
若
き
は
、
皆
な
好
み
て
古
文
を
爲つ
く

る
に
必
ず
伯
言
を
以
て
歸
と
爲
し
、
少
し
も
桐
城
の
矩
矱
を
踰
ゆ
る
こ
と
毋

し
（
時
若
朱
侍
御
伯
韓
、
余
戸
部
小
坡
、
邵
舍
人
位
西
、
陳
上
舍
藝
叔
、
曾

閣
學
滌
生
、
王
戸
部
少
鶴
、
馮
刑
部
魯
川
、
皆
好
爲
古
文
而
必
以
伯
言
爲

歸
、
毋
少
踰
桐
城
矩
矱
）。

秦
緗
業
は
、
こ
こ
で
朱
琦
、
余
坤
、
邵
懿
辰
、
陳
學
文
、
曾
國
藩
、
王
拯
、
馮

志
沂
の
名
を
挙
げ
る4
。
そ
れ
ぞ
れ
官
名
が
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
京
朝
官
で
あ

り
、
同
人
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
は
古
文
執
筆
に
際
し
て
、
梅
曾
亮
の
教

え
に
従
い
、
桐
城
派
の
文
学
主
張
を
奉
じ
た
。
梅
曾
亮
は
同
人
に
対
し
て
指
導
的

立
場
に
あ
り
、
同
人
は
彼
を
通
し
て
桐
城
派
の
文
学
規
範
を
受
容
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

梅
曾
亮
が
朱
琦
ら
を
ど
う
見
て
い
た
か
は
、
彼
の
「
贈
余
小
坡
敍
」（『
柏
梘
山

房
文
集
』
巻
三
）
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
彼
は

道
光
元
年
の
上
京
を
回
顧
し
、
そ
の
と
き
の
知
り
合
い
は
、
二
度
目
の
上
京
で
は

会
え
な
く
な
っ
た
と
嘆
く
。
そ
の
後
、
朱
琦
ら
と
新
た
に
交
遊
を
結
ぶ
が
、
そ
の

状
況
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　

之
れ
を
久
し
く
し
て
、
交
は
り
を
陳
君
藝
叔
、
朱
君
伯
韓
、
吳
君
子
敍
に

得
て
、
又
た
伯
韓
に
因
り
て
交
は
り
を
小
坡
及
び
馮
君
魯
川
、
王
君
少
鶴
に

得
。
其
の
志
趣
同
じ
く
し
て
常
に
は
合
幷
せ
ざ
る
者
、
又
た
人
有
り
。
要
は

皆
な
雄
俊
の
士
に
て
、
妄
り
に
可
を
人
に
與
へ
ざ
る
者
な
り
（
久
之
、
得
交

陳
君
藝
叔
、
朱
君
伯
韓
、
吳
君
子
敍
、
又
因
伯
韓
得
交
小
坡
及
馮
君
魯
川
、

王
君
少
鶴
。
其
志
趣
同
而
不
常
合
幷
者
、
又
有
人
焉
。
要
皆
雄
俊
之
士
、
不

妄
與
可
於
人
者
也
）。

― 注注0 ―
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〇

梅
曾
亮
は
ま
ず
陳
學
文
、
朱
琦
、
吳
嘉
賓
と
出
会
う
。
さ
ら
に
朱
琦
を
通
じ

て
、
余
坤
、
馮
志
沂
、
王
拯
と
交
遊
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
朱
琦
ら
と
は
十
五

歳
以
上
、
年
が
離
れ
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
は
才
能
あ
る
年
少
の
同
志
で
あ
っ

た
。
こ
の
序
か
ら
は
、
梅
曾
亮
が
敬
意
を
持
っ
て
朱
琦
ら
と
接
し
、
友
人
と
し
て

遇
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
同
人
に
と
っ
て
は
「
伯
言　

京
師
に
居
る
こ
と
久
し
く
、
文
益
ま
す
老

に
し
て
峻
た
り
。
吾
が
黨
多
く
之
れ
に
從
ひ
游
ぶ
（
伯
言
居
京
師
久
、
文
益
老
而

峻
。
吾
黨
多
從
之
游
）。」（
朱
琦
『
怡
志
堂
文
初
編
』
巻
六
「
自
記
所
藏
古
文
辭

類
纂
舊
本
」）
と
い
う
よ
う
に
、
梅
曾
亮
は
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
彼
ら
が
師
弟
関
係
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、
馮
志
沂
「
授
經
臺
記
」（『
適

適
齋
文
集
』
巻
二
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　
　
　

道
光
の
中う
ち

、
上
元
の
梅
先
生
伯
言　

古
文
詞
を
以
て
後
學
に
提
倡
し
、
一

時
の
京
朝
官　

諸
曁
の
余
小
頗
、
桂
林
の
朱
伯
韓
、
新
城
の
陳
懿
叔
、
馬
平

の
王
定
甫
ら
諸
子
の
如
き
は
、
時
時
酒
を
載
せ
先
生
に
從
ひ
て
遊
ぶ
。
余
も

亦
た
其
の
末
に
廁ま
じ

り
、
後
進
の
禮
を
執
る
。
未
だ
師
弟
子
の
稱
を
正
さ
ざ
る

と
雖
も
、
而
れ
ど
も
文
字
を
是
正
す
る
こ
と
少
し
も
假
借
せ
ず
。
世
の
師
弟

子
を
名
づ
く
る
者
も
、
或
ひ
は
逮
ば
ざ
る
な
り
（
道
光
中
、
上
元
梅
先
生
伯

言
以
古
文
詞
提
倡
後
學
、
一
時
京
朝
官
如
諸
曁
余
小
頗
、
桂
林
朱
伯
韓
、
新

城
陳
懿
叔
、
馬
平
王
定
甫
諸
子
、
時
時
載
酒
從
先
生
遊
。
余
亦
廁
其
末
、
執

後
進
禮
。
雖
未
正
師
弟
子
之
稱
、
而
是
正
文
字
不
少
假
借
。
世
之
名
師
弟
子

者
、
或
不
逮
也
）。

こ
こ
に
は
、
新
た
に
陳
學
受
が
加
わ
っ
て
い
る
。
馮
志
沂
は
、
梅
曾
亮
に
対
し

て
後
進
の
礼
を
執
る
た
め
、
師
弟
関
係
で
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
常
に
酒
宴

を
と
も
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
遠
慮
せ
ず
作
品
を
添
削
し
て
い
る
点
で
は
、
ほ
ぼ

師
弟
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
京
朝
官
と
い
う
よ
う
に
、
朱
琦
ら
は
官
界
で
一
定
の
地

位
が
あ
っ
た
。
そ
の
社
会
的
地
位
に
遠
慮
し
て
、
梅
曾
亮
は
彼
ら
の
師
と
は
な
ら

ず
、
年
長
の
同
人
と
し
て
ふ
る
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
梅
曾
亮
一
門
と
い
う
上
下
関
係
で
は
な
く
、
彼
を
中
心
と
す
る
京
朝
官
の
サ

ロ
ン
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
梅
曾
亮
の
弟
子
も
加
わ
っ
て
い
た
。
張
岳
駿
、
侯
楨
ら

で
あ
る
。
張
岳
駿
は
金
匱
の
諸
生
で
、
十
年
に
わ
た
っ
て
彼
に
師
事
し
、
そ
の
高

弟
と
さ
れ
る
。
侯
楨
は
無
錫
の
挙
人
で
、
彼
に
師
事
し
古
文
の
法
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
ふ
た
た
び
「
古
杼
秋
館
遺
稿
序
」
を
見
る
こ
と
に
す

る
。

　
　
　

吾
が
邑
に
は
則
ち
張
君
端
甫
、
侯
君
子
勤
有
り
て
、
先
後
し
て
著
錄
し
て

弟
子
と
稱
す
。
二
君
も
初
め
亦
た
乾
嘉
の
時
習
に
濡
染
す
。
梅
先
生
に
從
ひ

て
游
ぶ
に
及
び
て
、
乃
ち
盡
く
其
の
平
日
爲つ
く

る
所
の
詩
若お
よ

び
文
を
棄
つ
る

は
、
別
に
心
得
有
ら
ん
。
余
も
亦
た
相
い
砥
礪
し
て
、
毅
然
と
し
て
斯
文
を

以
て
自
任
す
。
吾
が
鄕
數
十
年
も
見
る
こ
と
罕
な
る
の
絶
學
、
一
時
に
し
て

吾
ら
三
人
を
得
る
は
、
盛
ん
な
り
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
（
吾
邑
則
有
張
君

端
甫
、
侯
君
子
勤
、
先
後
著
錄
稱
弟
子
。
二
君
初
亦
濡
染
乾
嘉
時
習
。
及
從

梅
先
生
游
、
乃
盡
棄
其
平
日
所
爲
詩
若
文
、
而
別
有
心
得
焉
。
余
亦
相
砥

礪
、
毅
然
以
斯
文
自
任
。
吾
鄕
數
十
年
罕
見
之
絶
學
、
一
時
而
得
吾
三
人
、

可
不
謂
盛
與
）。

ふ
た
り
は
科
挙
に
及
第
し
て
い
な
い
た
め
、
梅
曾
亮
も
遠
慮
な
く
弟
子
と
し
て

受
け
入
れ
た
。
彼
ら
は
も
と
も
と
乾
嘉
の
流
行
に
馴
染
ん
だ
詩
文
を
執
筆
し
て
い

た
が
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
作
風
は
一
変
し
た
。
梅
曾
亮
の
文
学
主
張
は
、

文
壇
の
流
行
と
一
線
を
画
す
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
張
岳
駿
ら
は
師
弟
関

係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
絶
学
復
興
の
一
端
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、「
古
杼
秋
館
遺
稿
序
」
を
中
心
に
、
梅
曾
亮
と
そ
の
同
人
の
交
遊

― 注注注 ―
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高
。
若
宋
歐
陽
氏
、
明
歸
氏
、
國
朝
方
氏
、
姚
氏
皆
然
。
然
則
先
生
其
未
有
艾

邪
）。」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
梅
曾
亮
が
喜
ん
だ
。
こ
の
発
言
に
基
づ
い
て
邵
懿

辰
が
文
章
を
執
筆
し
、
冊
子
に
書
き
留
め
た
の
で
、
出
席
者
の
詩
を
そ
の
あ
と
に

連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
発
言
か
ら
は
、
歐
陽
脩
、
歸
有
光
、
方

苞
、
姚
鼐
と
並
べ
、
梅
曾
亮
を
古
文
の
大
家
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
出
席
者
の
意

図
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
と
き
梅
曾
亮
を
祝
う
詩
の
ひ
と
つ
に
、
朱
琦
「
伯
言
先
生
の
六
十
初
度
、

同
人　

龍
樹
寺
に
集
ま
り
飮
を
設
け
詩
を
賦
す
。
邵
蕙
西
舍
人
の
詩
先
づ
成
れ
ば
、

因
り
て
其
の
韻
に
次
す
（
伯
言
先
生
六
十
初
度
、
同
人
集
龍
樹
寺
設
飮
賦
詩
。
邵

蕙
西
舍
人
詩
先
成
、
因
次
其
韻
）」
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
古
文
の
系

譜
を
詠
ん
で
い
る
。

桐
城
倡
東
南
、
文
字
出
澹
靜
。

�

（
桐
城　

東
南
に
倡
へ
、
文
字　

澹
靜
よ
り
出
づ
）

方
姚
惜
已
往
、
斯
道
墮
塵
境
。

�

（
方
姚
惜
し
む
ら
く
は
已
に
往
け
ば
、
斯
道　

塵
境
に
墮
つ
）

先
生
年
六
十
、
靈
光
餘
孤
炯
。

�

（
先
生
年
六
十
に
し
て
、
靈
光　

孤
炯
に
餘
す
）

絶
學
紹
韓
歐
、
薄
俗
厭
鶉
黽
。

�

（
絶
學　

韓
歐
を
紹つ

ぎ
、
薄
俗　

鶉
黽
を
厭い
と

ふ
）

こ
こ
で
は
、
方
苞
、
姚
鼐
亡
き
あ
と
古
文
は
絶
え
、
梅
曾
亮
の
み
が
唐
宋
八
大

家
の
系
譜
を
継
承
す
る
と
い
う
。
ほ
か
に
も
、
王
柏
心
「
梅
丈
伯
言
の
六
十
を
壽
こ
と
ほ

ぐ
（
壽
梅
丈
伯
言
六
十
）」
に
も
「
天
其
れ
翁
を
以
て
文
統
を
續
が
し
め
れ
ば
、

翁
の
永と
こ
しへ
に
黃
髮
の
期
を
保
た
ん
こ
と
を
願
ふ
（
天
其
以
翁
續
文
統
、
願
翁
永
保

黃
髮
期
）。」
と
あ
り
、
彼
が
文
章
の
正
統
を
継
承
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

同
人
に
と
っ
て
、
文
壇
の
流
行
は
軽
薄
で
忌
避
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
つ
い
て
見
て
き
た
。
京
朝
官
で
あ
っ
た
朱
琦
ら
は
同
人
の
中
心
で
あ
り
、
梅
曾

亮
も
年
の
離
れ
た
同
志
と
し
て
扱
っ
た
。
一
方
、
挙
子
の
張
岳
駿
ら
は
弟
子
と
し

て
扱
わ
れ
る
と
い
う
、
グ
ル
ー
プ
内
で
も
社
会
的
地
位
の
違
い
が
あ
る
。
そ
の
地

位
の
違
い
に
よ
り
、
張
岳
駿
が
朱
琦
ら
に
遠
慮
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た5
。
し
か

し
、
梅
曾
亮
に
心
酔
す
る
点
で
は
み
な
同
じ
で
あ
り
、
地
位
の
違
い
を
超
え
て
、

彼
ら
は
グ
ル
ー
プ
の
結
束
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
第
二
章
　
酒
宴
を
通
し
た
文
学
交
流

清
代
に
お
い
て
も
、
知
識
人
た
ち
は
「
雅
集
」「
小
集
」
と
呼
ば
れ
る
酒
宴
を

開
き
、
詩
文
の
応
酬
な
ど
し
て
文
学
交
流
を
お
こ
な
っ
た
。
馮
志
沂
「
余
小
頗
先

生
詩
序
」（『
適
適
齋
文
集
』
巻
二
）
が
「
後
に
君
に
因
り
て
宣
城
の
梅
先
生
伯
言

及
び
桂
林
の
朱
伯
韓
、
馬
平
の
王
少
鶴
、
南
豐
の
吳
子
序
ら
諸
人
を
識
り
、
文
酒

過
從
す
る
こ
と
虚
日
無
し
（
後
因
君
識
宣
城
梅
先
生
伯
言
及
桂
林
朱
伯
韓
、
馬
平

王
少
鶴
、
南
豐
吳
子
序
諸
人
、
文
酒
過
從
無
虚
日
）。」
と
い
う
よ
う
に
、
梅
曾
亮

は
同
人
と
日
常
的
に
酒
宴
を
開
い
て
い
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
酒
宴
で
の
詩
文

を
取
り
あ
げ
、
そ
の
文
学
交
流
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

梅
曾
亮
が
関
わ
る
最
も
盛
大
な
酒
宴
は
、
彼
が
六
十
に
な
っ
た
寿
宴
で
あ
る
。

こ
の
寿
宴
は
道
光
二
十
五
年
（
一
八
四
五
）
三
月
二
十
五
日
に
宣
武
門
外
の
龍
樹

寺
で
開
か
れ
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
掲
の
柳
春
蕊
、
劉
漢
忠
両

氏
の
論
考
に
も
言
及
が
あ
る
。
こ
の
酒
宴
は
王
拯
と
邵
懿
辰
が
主
催
し
、
ほ
か
に

朱
琦
、
馮
志
沂
、
孔
憲
彝
、
秦
緗
業
、
王
柏
心
、
唐
啓
華
、
彭
昱
堯
が
出
席
し

た
。
彼
ら
の
詩
文
集
に
は
、
こ
の
酒
宴
に
関
す
る
作
品
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い

る6
。王

拯
「
龍
樹
寺
壽
讌
圖
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宴
席
に
お
い
て
、
文
章
に
優
れ

た
者
が
長
寿
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
り
、「
故
に
其
の
年
益
ま
す
上
る
者
、
業

益
ま
す
高
し
。
宋
の
歐
陽
氏
、
明
の
歸
氏
、
國
朝
の
方
氏
、
姚
氏
の
若
き
は
皆
な

然
り
。
然
ら
ば
則
ち
先
生
其
れ
未
だ
艾
と
し
よ
りに
有
ざ
る
か
（
故
其
年
益
上
者
、
業
益

― 注注注 ―
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で
、
彼
を
中
心
に
古
文
復
興
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
。
梅
曾
亮
を
古
文
の
継
承
者
に

位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
同
人
も
ま
た
そ
の
系
譜
に
加
わ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

六
十
寿
宴
以
外
に
も
、
梅
曾
亮
を
囲
ん
だ
酒
宴
は
、
た
び
た
び
開
か
れ
て
い

る
。
特
に
古
人
の
生
日
を
祝
う
酒
宴
は
、
彼
ら
が
め
ざ
す
目
標
を
共
有
す
る
良
い

機
会
に
な
っ
て
い
た
。『
柏
梘
山
房
詩
集
』
に
は
、
黃
庭
堅
や
顧
炎
武
の
生
日
記

念
の
詩
が
見
ら
れ
る
が
、
古
文
に
お
い
て
敬
意
を
示
す
の
は
、
歐
陽
脩
の
生
日
記

念
で
あ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
道
光
二
十
七
年
（
一
八
四
七
）
の
酒
宴
で
、
出

席
者
の
詩
文
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
る7
。
こ
の
酒
宴
は
、
邵
懿
辰
の
寓
斎
に
お
い
て

開
か
れ
、
梅
曾
亮
の
ほ
か
に
朱
琦
、
曾
國
藩
、
周
學
源
、
龍
啓
瑞
、
劉
傳
瑩
、
孫

鼎
臣
が
出
席
し
て
い
た
。
そ
の
ひ
と
り
曾
國
藩
は
「
丁
未
六
月
廿
一
、
歐
陽
公
の

生
日
爲た

り
。
邵
二
の
寓
齋
に
集
ま
り
韻
を
分
け
、
是
の
字
を
得
（
丁
未
六
月
廿

一
、
爲
歐
陽
公
生
日
。
集
邵
二
寓
齋
分
韻
、
得
是
字
）」
に
お
い
て
、
梅
曾
亮
を

次
の
よ
う
に
賞
賛
し
て
い
る
。

梅
叟
名
世
姿
、
蕭
然
紅
塵
裏
。

�

（
梅
叟
の
世
に
名
あ
る
姿
、
蕭
然
た
り
紅
塵
の
裏う
ち

）

蟬
蛻
三
十
年
、
萬
事
如
脱
屣
。

�

（
蟬
蛻
す
る
こ
と
三
十
年
、
萬
事　

屣く
つ

を
脱
ぐ
が
如
し
）

獨
留
文
章
性
、
貞
好
無
遷
徙
。

�

（
獨
り
文
章
の
性
を
留
め
、
貞
好　

遷
徙
す
る
こ
と
無
し
）

頗
奬
歐
陽
公
、
時
時
挂
牙
齒
。

�

（
頗
る
歐
陽
公
を
奬
め
、
時
時　

牙
齒
に
挂
く
）

後
者
開
曾
王
、
前
追
韓
與
史
。

�

（
後お
く

る
る
者
は
曾
王
を
開
き
、
前す
す

め
ば
韓
と
史
と
を
追
ふ
）

自
叟
持
此
論
、
斯
文
有
正
軌
。

�

（
叟
此
の
論
を
持
し
て
よ
り
、
斯
文
に
正
軌
有
り
）

こ
こ
で
は
、
雑
事
に
か
ま
け
ず
古
文
に
取
り
組
む
姿
勢
を
賞
賛
し
て
い
る
。
梅

曾
亮
は
、
歐
陽
脩
が
『
史
記
』
や
韓
愈
を
承
け
、
曾
鞏
や
王
安
石
に
つ
な
ぐ
功
績

を
強
調
し
た
。
曾
國
藩
は
、
彼
が
歐
陽
脩
の
功
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
文

壇
は
正
道
に
立
ち
戻
っ
た
と
い
う
。
梅
曾
亮
が
古
文
の
系
譜
を
重
視
し
て
い
る
点

で
は
、
こ
の
曾
國
藩
の
評
価
は
、
六
十
寿
宴
の
朱
琦
や
王
柏
心
と
変
わ
ら
な
い
。

こ
こ
か
ら
、
酒
宴
を
通
じ
て
、
梅
曾
亮
に
対
す
る
同
人
の
評
価
が
共
有
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
評
価
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
彼
の
求
心
力
は
ま

す
ま
す
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
章
で
は
酒
宴
で
の
詩
文
を
見
な
が
ら
、
同
人
が
梅
曾
亮
を
ど
う
評
価
し
た
か

に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
取
り
あ
げ
た
作
品
の
多
く
で
、
そ
の
古
文
復
興
の
功
績

が
強
調
さ
れ
る
。
同
人
が
彼
に
期
待
す
る
の
は
、
唐
宋
八
大
家
、
方
苞
、
姚
鼐
の

古
文
の
系
譜
を
継
承
し
、
軽
薄
な
時
流
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
古

文
復
興
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
目
標
に
も
な
っ
て
い
く
。
今
回
は
大
き
な
酒
宴
の

み
取
り
あ
げ
た
が
、
彼
ら
の
日
常
的
な
「
小
集
」
に
至
っ
て
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
。
梅
曾
亮
ら
に
と
っ
て
、
酒
宴
は
グ
ル
ー
プ
の
目
標
を
共
有
し
、
結
束
を
強
め

る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
第
三
章
　
文
学
批
評
と
義
法
の
継
承

酒
宴
で
詩
文
を
応
酬
す
る
以
外
に
、
梅
曾
亮
ら
に
と
っ
て
、
作
品
批
評
も
文
学

交
流
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
論
者
は
こ
れ
ま
で
も
、
桐
城
派
形
成
に
お
け
る

批
評
活
動
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
き
た8
。
梅
曾
亮
の
文
学
主
張
の
継
承
に
お
い
て

も
、
批
評
活
動
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

同
人
が
梅
曾
亮
と
の
交
遊
を
語
る
場
合
、
た
び
た
び
彼
か
ら
作
品
の
添
削
を
受

け
た
と
い
う
。
さ
ら
に
同
人
の
あ
い
だ
で
も
、
日
常
的
に
た
が
い
の
作
品
に
批
評

を
加
え
あ
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
詩
文
集
が
刊
行
さ
れ
る
際
に
は
、
評
語

や
圏
点
が
削
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
彼
ら
の
文
学
批
評
の

― 注注注 ―
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一
部
し
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
朱
琦
『
怡
志
堂
詩
初
編
』、
朱

蔭
培
『
澹
菴
文
存
』、
孔
憲
彝
『
對
嶽
樓
詩
續
錄
』
の
巻
首
に
は
各
家
の
評
語
が

収
録
さ
れ
、
彭
昱
堯
『
致
翼
堂
詩
文
集
』、
孫
鼎
臣
『
孫
芝
房
先
生
文
稿
』、
馮
志

沂
『
適
適
齋
文
集
』、
余
坤
『
寓
庸
室
詩
藁
』
な
ど
で
は
、
作
品
ご
と
に
批
評
が

加
え
ら
れ
て
い
る9
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
評
語
に
考
察
を
加
え
、
梅
曾
亮
ら
の

文
学
活
動
に
お
け
る
批
評
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

今
回
取
り
あ
げ
る
『
寓
庸
室
詩
藁
』
一
巻
（
一
九
一
八
年
石
印
本
）
は
、
梅
曾

亮
ら
の
筆
墨
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
批
評
活
動
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
巻
首
に
は
張
岳
駿
、
秦
緗
業
、
馬
沅
、
宗
稷
辰
、
梅
曾
亮
、
朱

琦
、
楊
彝
珍
、
吳
嘉
賓
、
王
拯
、
陳
溥
の
評
語
が
並
ぶ
。
各
家
の
評
語
に
は
、
梅

曾
亮
の
「
庚
子
の
除
夕
、
硃
墨
を
以
て
敬
み
て
讀
む
こ
と
一
過
す
（
庚
子
除
夕
、

以
硃
墨
敬
讀
一
過
）。」
を
は
じ
め
、
批
評
を
加
え
た
時
期
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
梅
曾
亮
と
朱
琦
の
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
の
評
語
が
最
も
早

く
、
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
の
王
拯
の
も
の
が
最
も
遅
い
。
こ
こ
か
ら
、

余
坤
の
詩
文
は
数
年
か
け
て
同
人
に
回
覧
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

『
寓
庸
室
詩
藁
』
は
収
録
作
品
の
多
く
に
、
圏
点
と
頭
評
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

巻
首
の
評
語
か
ら
、
そ
の
多
く
は
梅
曾
亮
の
手
に
よ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
例

え
ば
、「
圓
明
園
に
赴
く
車
中
に
漫そ
ぞ

ろ
に
成
る
（
赴
圓
明
園
車
中
漫
成
）」
の
頭
評

に
は
「
澹
に
し
て
奇
、
甚
だ
惜
翁
に
似
る
な
り
（
澹
而
奇
、
甚
似
惜
翁
也
）。」
と

あ
り
、
そ
の
手
本
が
姚
鼐
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
特
記
す
べ
き
も
の
と

し
て
、
巻
末
に
収
録
さ
れ
る
古
文
「
駱
東
溪
墓
表
」、「
書
周
贈
君
行
狀
後
」
に

は
、
梅
曾
亮
と
姚
瑩
の
総
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
姚
瑩
は
京
師
に

お
り
、
彼
ら
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
姚
門
の
高
弟
ふ
た
り
に
評
語
を
書
い
て
も
ら
う

の
は
、
余
坤
に
と
っ
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
駱
東
溪
墓
表
」
の
梅

曾
亮
の
評
語
を
紹
介
す
る
。

　
　
　

細
さ
に
之
れ
を
閲
る
に
、
亦
た
竟
に
古
人
に
似
ざ
る
こ
と
能
は
ず
。
其
の

敍
事
の
生
硬　

韓
に
似
て
、
其
の
議
論
に
着
く
處
、
筆
意
の
幽
慘　

王
に
似

る
。
一
折
已
に
深
け
れ
ど
も
、
能
く
更
に
一
折
を
作な

す
。
此
れ
才
力
雄
剛
の

處
な
り
。
曾
亮
讀
む
（
細
閲
之
、
亦
竟
不
能
不
似
古
人
。
其
敍
事
生
硬
似

韓
、
其
着
議
論
處
、
筆
意
幽
慘
似
王
。
一
折
已
深
、
能
更
作
一
折
。
此
才
力

雄
剛
處
。
曾
亮
讀
）。

　
　
　

再
び
閲
る
こ
と
一
過
す
れ
ば
、
全
て
是
れ
臨
川
に
學
ぶ
。
歐
に
於
い
て
は

閒ま

ま
其
の
意
を
取
れ
ど
も
其
の
筆
を
摹
の
つ
とら
ず
。
曾
亮
讀
む
（
再
閲
一
過
、
全

是
學
臨
川
。
於
歐
閒
取
其
意
而
不
摹
其
筆
。
曾
亮
讀
）。

こ
の
評
語
で
は
、
作
風
に
関
し
て
韓
愈
や
歐
陽
脩
を
引
き
合
い
に
出
す
も
の

の
、
批
評
の
主
眼
は
、
特
に
王
安
石
に
通
ず
る
部
分
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
梅

曾
亮
の
判
断
基
準
は
、
主
に
唐
宋
八
大
家
に
近
づ
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
方
、

「
一
折
已
深
、
能
更
作
一
折
」
で
は
、
叙
述
の
畳
み
か
け
方
を
評
価
す
る
よ
う
に
、

作
品
構
成
に
関
す
る
指
摘
も
あ
る
。
批
評
と
い
う
行
為
は
社
交
上
の
つ
き
合
い
と

い
う
側
面
も
あ
る
が
、
余
坤
へ
の
評
語
は
、
そ
の
内
容
か
ら
文
章
指
導
の
一
環
で

あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
原
稿
を
回
覧
す
る
こ
と
で
、
余
坤
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
同
人
も
ま
た
梅
曾
亮
の
指
導
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
批
評
を
介
し
て
、
同
人
は
梅
曾
亮
の
文
学
主
張
を
共
有
し
て
い
っ
た
。

拙
稿
「
鍾
山
書
院
を
中
心
と
し
た
姚
門
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
」
で
見
た
よ
う

に
、
姚
門
の
批
評
で
は
「
裁
制
（
斷
制
）」
と
い
う
評
価
視
点
が
よ
く
使
わ
れ
て

い
た10
。
こ
れ
と
同
じ
視
点
は
、
朱
琦
の
評
語
に
も
見
え
る
。
彭
昱
堯
「
伊
尹
論
」

（『
致
翼
堂
文
集
』
巻
一
）
に
附
さ
れ
た
頭
評
に
は
「
朱
伯
韓
云
ふ
、
收
束
の
斷
制

謹
嚴
に
し
て
、
筆
力
も
亦
た
高
古
た
り
と
（
朱
伯
韓
云
、
收
束
斷
制
謹
嚴
、
筆
力

亦
高
古
）。」
と
あ
り
、
朱
琦
は
「
斷
制
」
を
使
っ
て
、
作
品
の
ま
と
め
方
を
論
評

し
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
も
、
姚
門
の
文
学
批
評
は
、
梅
曾
亮
の
同
人
に
も
共
有

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
学
主
張
が
共
有
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
彼
ら
に
党
派
意
識
が
生
ま
れ
る
よ
う

― 注注注 ―
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七
四

評
語
も
「
澹
菴
文
存
評
語
」
に
見
え
る
。

　
　
　

義
法
浻
然
と
し
て
、
筆
力
簡
勁
た
り
。
多
く
作
る
に
其
の
氣
を
充
つ
る
を

以
て
せ
ば
、
卓
然
と
し
て
家
を
成
す
。
子
貞
何
紹
其
識し
る

す
（
義
法
浻
然
、
筆

力
簡
勁
。
多
作
以
充
其
氣
、
卓
然
成
家
矣
。
子
貞
何
紹
其
識
）。

こ
の
評
語
は
、
梅
曾
亮
と
論
点
が
一
致
し
て
い
る
。
朱
蔭
培
の
作
品
は
簡
潔
さ

と
力
強
さ
は
十
分
だ
が
、
気
の
厚
み
が
足
り
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
は
義
法
と
い

う
観
点
か
ら
論
評
し
て
お
り
、
何
紹
其
の
い
う
「
成
家
」
は
、
梅
曾
亮
の
「
桐
城

宗
派
」
に
当
た
る
。
朱
琦
が
「
其
の
文
を
爲つ
く

る
義
法
は
、
一
に
之
れ
を
桐
城
に
本

づ
く
（
其
爲
文
義
法
、
一
本
之
桐
城
）。」（『
怡
志
堂
文
初
編
』
巻
六
「
柏
梘
山
房

文
集
書
後
」）
と
い
う
よ
う
に
、
梅
曾
亮
に
と
っ
て
も
、
義
法
が
古
文
執
筆
に
お

け
る
規
範
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
義
法
を
文
章
規
範
と
し
て
採

用
し
、
批
評
に
も
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

義
法
重
視
の
も
う
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
王
拯
『
歸
方
評
點
史
記
合
集
』
の
巻

首
「
序
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
王
拯
が
買
い
求
め
た
『
史
記
』
の

評
点
は
、
梅
曾
亮
の
鑑
定
に
よ
っ
て
、
方
苞
の
も
の
と
判
明
す
る
。
そ
の
結
果

「
方
氏　

文
を
爲つ
く

る
義
法
に
於
い
て
講
ず
る
も
、
而
れ
ど
も
評
點
す
る
所
は
則
ち

流
播
す
る
こ
と
罕
な
り
。
故
に
余
の
此
の
傳
本
を
得
て
よ
り
後
、
同
遊
奔
走
し
て

相
い
告
げ
て
假
錄
に
從
ふ
者
、
幾
ど
虚
日
無
し
（
方
氏
講
於
爲
文
義
法
、
而
所
評

點
則
罕
流
播
。
故
自
余
得
此
傳
本
後
、
同
遊
奔
走
相
告
從
假
錄
者
、
幾
無
虚

日
）。」
と
い
う
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
内
で
伝
本
を
抄
写
す
る
者
が
あ
と
を
絶
た
な

く
な
っ
た
。
義
法
を
習
得
す
る
た
め
に
は
、
方
苞
の
手
に
よ
る
評
点
が
貴
重
な
教

材
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
い
か
に
方
苞
の
古

文
と
義
法
が
尊
重
さ
れ
た
か
が
わ
か
る
。

梅
曾
亮
ら
が
義
法
を
重
視
し
た
の
は
、
み
ず
か
ら
を
桐
城
派
の
正
統
と
位
置
づ

け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
方
苞
が
義
法
を
主
張
し
て
か
ら
も
、
劉
大
櫆
や
姚
鼐
は
そ

に
な
る
。「
歐
陽
生
文
集
序
」
に
あ
る
「
桐
城
宗
派
」
は
、
梅
曾
亮
と
そ
の
同
人

か
ら
使
わ
れ
始
め
て
お
り
、
そ
の
正
統
意
識
が
強
く
出
て
い
る
。
例
え
ば
、
孔
憲

彝
「
罷
む
る
を
報
ぜ
ら
れ
里
に
旋か
へ

る
途
中
寄
せ
て
諸
君
を
懷
か
し
む
（
報
罷
旋
里

途
中
寄
懷
諸
君
）」（『
對
嶽
樓
詩
續
錄
』
巻
一
）
で
は
、
梅
曾
亮
の
こ
と
を
「
望

溪
の
宗
派
今
ま
猶
ほ
在
り
、
惜
抱
の
餘
風
幾
輩
か
存
す
（
望
溪
宗
派
今
猶
在
、
惜

抱
餘
風
幾
輩
存
）。」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
梅
曾
亮
を
方
苞
の
宗
派
、
姚
鼐
の
遺

風
の
継
承
者
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
侯
楨
は
「
梅
伯
言
師
に
質た
だ

す
に
及
び
て

始
め
て
宗
派
を
識
る
。
復
た
何
子
貞
、
宗
迪
甫
の
兩
先
生
と
義
法
を
參は
か

る
（
及
質

梅
伯
言
師
、
始
識
宗
派
。
復
與
何
子
貞
、
宗
迪
甫
兩
先
生
參
義
法
。」（『
澹
菴
文

存
』
巻
首
「
侯
序
」）
と
い
い
、
梅
曾
亮
の
指
導
に
よ
っ
て
、
朱
蔭
培
は
「
桐
城

宗
派
」
に
つ
い
て
理
解
し
た
と
い
う
。

こ
の
侯
楨
の
こ
と
ば
は
、
評
語
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。「
澹
菴
文
存
評
語
」

に
収
録
さ
れ
る
梅
曾
亮
の
評
語
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　

之
れ
を
太
史
に
參は
か

り
、
其
の
潔
を
著
す
を
以
て
、
紀
事
に
長
ず
る
者
な

り
。
醞
釀
す
る
こ
と
深
厚
な
れ
ば
、
桐
城
宗
派
に
造い
た

る
べ
し
。
甲
寅
の
夏
、

伯
言
梅
曾
亮
識し
る

す
。（
參
之
太
史
、
以
著
其
潔
、
長
於
紀
事
者
也
。
醞
釀
深

厚
、
可
造
桐
城
宗
派
。
甲
寅
夏
、
伯
言
梅
曾
亮
識
）。

こ
こ
で
は
、
朱
蔭
培
が
『
史
記
』
の
簡
潔
さ
を
表
現
で
き
て
い
る
点
を
評
価
し

つ
つ
、
作
品
に
厚
み
が
加
わ
れ
ば
、「
桐
城
宗
派
」
に
到
達
で
き
る
だ
ろ
う
と
い

う
。
こ
れ
は
桐
城
派
の
正
統
に
朱
蔭
培
を
導
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。「
桐
城

宗
派
」
を
目
標
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
が
単
な
る
同
人
の
集
ま
り
か

ら
、
文
学
流
派
の
一
員
へ
と
自
覚
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

梅
曾
亮
ら
が
「
桐
城
宗
派
」
と
い
う
党
派
意
識
を
強
め
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
文

学
理
論
と
し
て
義
法
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
に
見
た
侯
楨
の
序
で
も
、

朱
蔭
培
が
何
紹
其
や
宗
稷
辰
と
義
法
を
検
討
し
た
と
い
う
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た

― 注注注 ―
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七
五

巻
六
）
に
お
い
て
、
歐
陽
勳
の
父
に
対
し
桐
城
派
へ
の
批
判
を
展
開
す
る
。
そ
の

な
か
で
、
文
学
流
派
の
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　
　

文
章
藝
術
の
流
派
有
る
は
、
此
れ
風
氣
大
略
之
れ
云
ふ
の
み
。
其
の
閒
實

は
必
ず
し
も
相
い
師
效
せ
ず
し
て
、
或
ひ
は
甚
だ
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
有

り
。
而
れ
ど
も
往
往
に
し
て
自
ら
能
ふ
る
こ
と
無
き
の
人
、
是
の
名
を
假
り

て
以
て
私
か
に
門
戸
を
立
て
、
流
俗
を
震
動
せ
ん
と
す
。
反
っ
て
世
の
詬
厲

す
る
所
と
爲
り
て
、
而
も
以
て
其
の
宗
主
す
る
所
の
人
を
病
ま
し
む
る
な
り

（
文
章
藝
術
之
有
流
派
、
此
風
氣
大
略
之
云
爾
。
其
閒
實
不
必
相
師
效
、
或

甚
有
不
同
。
而
往
往
自
無
能
之
人
、
假
是
名
以
私
立
門
戸
、
震
動
流
俗
。
反

爲
世
所
詬
厲
、
而
以
病
其
所
宗
主
之
人
）。

こ
こ
で
は
、
文
学
流
派
と
い
う
の
は
流
行
を
概
観
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
流
派

内
で
継
承
関
係
が
な
か
っ
た
り
、
作
風
が
大
き
く
異
な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る

と
い
う
。
彼
に
と
っ
て
、
文
学
流
派
を
主
張
す
る
の
は
、
一
派
を
立
て
る
こ
と
で

世
間
を
驚
か
そ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
批
判
が
梅
曾
亮
ら
を
想
定
し
て
い

る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
現
に
こ
の
あ
と
吳
敏
樹
は
姚
鼐
を
批
判
し
、
歐
陽
勳
が

梅
曾
亮
の
説
に
傾
倒
し
た
こ
と
に
も
疑
義
を
示
し
て
い
る
。
京
師
桐
城
派
が
当
時

の
文
壇
で
流
行
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
出
て
く
る
。
吳
敏
樹
が
文

学
流
派
の
意
義
を
根
本
か
ら
否
定
し
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
京
師
桐
城
派
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

京
師
桐
城
派
の
成
立
に
よ
っ
て
、
梅
曾
亮
は
文
壇
の
泰
斗
と
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
唐
宋
八
大
家
以
来
の
系
譜
や
義
法
と
い
う
文
章
規
範
は
、
現
在
の
桐
城

派
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
京
師
桐
城
派
を
以

て
、
文
学
史
上
の
桐
城
派
は
完
成
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
梅
曾
亮
が
南
帰
し

た
道
光
二
十
九
年
（
一
八
四
九
）
に
前
後
し
て
、
同
人
も
次
々
と
京
師
を
離
れ
て

い
く11
。
し
か
し
、
彼
ら
は
京
師
を
離
れ
て
か
ら
も
、
往
年
の
よ
う
な
文
学
活
動
を

れ
ほ
ど
重
視
し
て
お
ら
ず
、
桐
城
三
祖
に
共
通
す
る
文
章
規
範
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
姚
門
の
弟
子
に
な
る
と
、
姚
鼐
か
ら
義
法
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う
記
述

が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
梅
曾
亮
と
そ
の
同
人
に
な
る
と
、
義
法
の

伝
授
が
く
り
返
し
言
及
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
に
な
っ

て
、
義
法
は
方
苞
個
人
の
も
の
で
な
く
、
古
文
執
筆
に
必
要
な
規
範
と
し
て
一
般

化
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
新
た
な
義
法
理
解
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
梅
曾
亮

ら
は
桐
城
派
内
の
新
た
な
一
派
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
京
師
桐
城
派
が
誕

生
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
批
評
活
動
を
通
し
て
、
梅
曾
亮
ら
の
党
派
意
識
の
形
成
と
文
学
主

張
の
継
承
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
彼
ら
は
積
極
的
に
義
法
を
掲
げ
る
も
の

の
、
義
法
に
対
す
る
体
系
的
な
議
論
は
、
実
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、

姚
門
の
梅
曾
亮
か
ら
義
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
同
人
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
。
み
ず

か
ら
が
方
苞
と
姚
鼐
の
系
譜
に
連
な
る
と
示
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
桐
城
派
の
正
統

と
見
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
方
苞
の
義
法
を
継
承
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。

義
法
の
継
承
を
標
榜
す
る
こ
と
で
、
梅
曾
亮
は
京
師
桐
城
派
の
宗
主
と
な
り
、
文

壇
に
お
い
て
彼
の
グ
ル
ー
プ
は
影
響
力
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
梅
曾
亮
と
そ
の
同
人
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
彼
ら

は
酒
宴
と
批
評
を
通
し
て
文
学
主
張
を
共
有
し
、
党
派
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な

る
。
そ
の
結
果
、
京
師
桐
城
派
が
新
た
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

梅
曾
亮
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
人
々
が
、
す
べ
て
同
じ
党
派
意
識
を
持
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
持
た
な
か
っ
た
ひ
と
り
が
吳
敏
樹
で
あ
る
。
彼
は
「
與
梅
伯
言
先
生

書
」（『
柈
湖
文
集
』
巻
七
）
で
は
、
梅
曾
亮
へ
の
賞
賛
を
惜
し
ま
な
い
し
、「
與

朱
伯
韓
書
」（『
柈
湖
文
集
』
巻
七
）
で
も
、
朱
琦
と
古
文
に
つ
い
て
議
論
す
る
よ

う
に
、
今
回
取
り
あ
げ
た
人
々
と
近
い
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
曾
國
藩
の

「
歐
陽
生
文
集
序
」
を
読
ん
で
不
満
を
持
ち
、「
與
篠
岑
論
文
脈
書
」（『
柈
湖
文
集
』

― 注注注 ―
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続
け
て
い
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
廣
西
に
お
け
る
朱
琦
、
龍
啓
瑞
、
唐
啓
華
ら

の
交
遊
を
最
後
に
紹
介
す
る
。
唐
啓
華
『
涵
通
樓
師
友
文
鈔
』
巻
首
「
敍
」
は
次

の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　

其
の
後
、
伯
韓　

京
師
よ
り
歸
り
、
翰
臣
も
亦
た
歸
り
、
時
に
唱
酬
有

り
。
顧
み
る
に
頻
年
寇
擾み
だ

す
を
以
て
、
團
練
に
從
事
し
、
軍
書
厖
雜
な
れ

ば
、
復
た
曩
日
の
文
讌
從
遊
の
樂
し
み
無
し
。
然
れ
ど
も
其
の
夙
昔
に
好
む

所
の
者
は
、
忘
る
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
（
其
後
、
伯
韓
自
京
師
歸
、
翰
臣

亦
歸
、
時
有
唱
酬
。
顧
以
頻
年
寇
擾
、
從
事
團
練
、
軍
書
厖
雜
、
無
復
曩
日

文
讌
從
遊
之
樂
。
然
其
夙
昔
所
好
者
、
弗
能
忘
也
）。

道
光
三
十
年
一
月
（
一
八
五
一
）
に
太
平
天
国
の
乱
が
勃
発
す
る
と
、
南
方
は

大
混
乱
に
お
ち
い
り
、
知
識
人
社
会
に
も
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
。
帰
郷
し
た
朱

琦
ら
も
安
穏
と
は
で
き
ず
、
自
衛
の
た
め
に
軍
事
活
動
に
い
そ
し
む
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
な
か
で
も
、
彼
ら
は
京
師
で
の
生
活
を
懐
か
し
み
、
現

地
で
も
同
じ
よ
う
に
詩
文
を
応
酬
し
続
け
た
。
晩
清
の
社
会
不
安
の
な
か
、
京
師

桐
城
派
の
活
動
は
地
方
に
舞
台
を
移
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
一
時
的
な
流
行
に

終
わ
る
こ
と
な
く
、
文
学
流
派
と
し
て
各
地
に
根
づ
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

梅
曾
亮
の
上
京
以
前
、
桐
城
派
は
師
承
、
血
縁
、
地
縁
を
介
し
て
拡
大
し
て

い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
活
動
は
ほ
ぼ
江
南
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
京
師
桐
城

派
の
特
徴
は
、
中
国
各
地
か
ら
集
ま
る
知
識
人
の
交
遊
に
支
え
ら
れ
た
点
に
あ

る
。
京
師
を
舞
台
と
し
た
梅
曾
亮
ら
の
文
学
交
流
を
介
す
こ
と
で
、
桐
城
派
は
全

国
的
な
発
展
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
注
）

1　

拙
稿
「
姚
門
に
お
け
る
八
股
文
の
評
価
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集
（
人
文
科
学
編
）』

第
六
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）、「
姚
瑩
に
お
け
る
桐
城
派
へ
の
所
属
意
識
に
つ
い
て
」

（
同
第
十
二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
五
年
）、「
方
東
樹
師
弟
が
桐
城
派
形
成
に
果
た
し
た
役

割
」（
同
第
十
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
）、「
江
南
に
お
け
る
桐
城
派
の
拡
大　

―
―

吳
德
旋
を
中
心
に
し
て
」（
同
第
十
二
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
）、「
鍾
山
書
院
を
中
心

と
し
た
姚
門
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
」（
同
第
十
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参

照
。

2　

梅
曾
亮
グ
ル
ー
プ
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
蕭
曉
陽
『
近
代
桐
城
文
派
研
究
』

（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
張
維
「
回
歸
“
文
人
”：
道
光
時
期
桐
城
派

的
選
擇　

―
―
梅
曾
亮
推
動
崇
尚
歸
氏
古
文
風
氣
的
原
因
和
意
義
」（『
安
徽
大
學
學
報

（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
第
三
十
三
巻
第
六
期
、
二
〇
〇
九
年
）、
霍
省
瑞
「
嘉
道
時
期
桐

城
派
興
盛
原
因
考
論
」（『
安
徽
史
學
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
）、
劉
漢
忠
「
廣
西
文
人
與

晩
清
京
師
雅
集
」（『
廣
西
地
方
志
』
二
〇
一
五
年
第
四
期
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

3　
『
桐
城
文
學
淵
源
考
』
巻
七
は
梅
曾
亮
以
外
に
三
十
七
名
を
収
録
す
る
。
そ
の
ほ
か

に
、
巻
二
収
録
の
邵
懿
辰
、
巻
四
収
録
の
宗
稷
辰
、
孔
憲
彝
お
よ
び
曾
國
藩
、
巻
六
収

録
の
彭
昱
堯
お
よ
び
唐
啓
華
、
巻
十
一
収
録
の
王
柏
心
も
、
梅
曾
亮
ら
と
の
親
密
な
交

遊
が
確
認
で
き
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
同
人
と
し
て
扱
う
。

4　

余
坤
に
つ
い
て
『
桐
城
文
學
淵
源
考
』
で
は
「
余
坤
一
」
と
す
る
。
本
稿
で
は
『
寓

庸
室
詩
藁
』
お
よ
び
進
士
題
名
碑
の
名
に
従
う
。

5　
「
張
端
甫
遺
集
後
序
」（『
怡
志
堂
文
初
編
』
巻
四
）
で
は
、
朱
琦
ら
が
酒
宴
で
雄
弁
に

議
論
し
て
い
る
あ
い
だ
、
張
岳
駿
は
「
而
れ
ど
も
君
往
來
し
て
其
の
閒
に
遊
讌
す
る
も
、

首
を
引
き
笑
昵
し
て
、
吶
吶
と
し
て
口
よ
り
出
さ
ず
（
而
君
往
來
遊
讌
其
閒
、
引
首
笑

昵
、
吶
吶
不
出
口
）。」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
朱
琦
ら
の
議
論
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

こ
の
遠
慮
は
彼
の
性
格
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
地
位
の
違
い
も
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

6　

こ
の
寿
宴
に
関
し
て
、
以
下
の
作
品
が
確
認
で
き
る
。

　
　

王
拯
「
三
月
廿
五
日
、
梅
伯
言
先
生
（
曾
亮
）
六
十
生
日
、
同
人
讌
集
龍
樹
寺
、
次

邵
位
西
舍
人
（
懿
辰
）
韻
。
三
首
」（『
龍
璧
山
房
詩
草
』
巻
二
）、
同
「
龍
樹
寺
壽
讌
圖

記
」（『
龍
壁
山
房
文
集
』
巻
五
）、
邵
懿
辰
「
龍
樹
寺
壽
讌
詩
序
」（『
半
巖
廬
遺
文
』
巻

― 注注注 ―
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七

一
）、
同
「
集
龍
樹
寺
、
壽
伯
言
六
十
」（『
半
巖
廬
遺
詩
』
巻
一
）
朱
琦
「
伯
言
先
生
六

十
初
度
、
同
人
集
龍
樹
寺
設
飮
賦
詩
。
邵
蕙
西
舍
人
詩
先
成
、
因
次
其
韻
」（『
怡
志
堂

詩
初
編
』
巻
五
）、
馮
志
沂
「
乙
巳
三
月
二
十
五
日
、
伯
言
先
生
六
十
生
辰
、
同
人
觴
集

龍
樹
寺
、
次
邵
位
西
舍
人
韻
。
二
首
」（『
微
尚
齋
詩
集
初
編
』
巻
一
）、
孔
憲
彝
「
三
月

廿
五
日
梅
伯
言
丈
六
十
初
度
、
同
王
子
壽
、
朱
伯
韓
、
邵
蕙
西
、
彭
子
穆
、
秦
澹
如
、

王
少
鶴
、
馮
魯
川
、
唐
子
實
、
集
龍
樹
寺
、
置
酒
爲
壽
」（『
對
嶽
樓
詩
續
錄
』
巻
三
）、

王
柏
心
「
壽
梅
丈
伯
言
六
十
」（『
百
柱
堂
全
集
』
巻
十
）、
彭
昱
堯
「
三
月
二
十
五
日
、

同
朱
伯
韓
（
琦
）
侍
御
、
王
定
甫
（
錫
振
）
農
部
、
王
子
壽
（
柏
心
）
馮
魯
川
（
志
沂
）

兩
比
部
、
唐
子
實
（
啓
華
）
孔
繡
山
（
憲
彝
）
兩
孝
廉
、
秦
澹
如
（
緗
業
）
上
舍
、
集

龍
樹
寺
爲
梅
伯
言
（
曾
亮
）
先
生
作
生
日
、
次
邵
蕙
西
（
懿
辰
）
舍
人
。
兩
首
」（『
致

翼
堂
詩
集
』
巻
三
）。

7　

こ
の
と
き
の
作
品
は
、
以
下
が
確
認
で
き
る
。

　
　

梅
曾
亮
「
六
月
二
十
一
日
歐
公
生
日
、
集
邵
位
西
寓
齋
。
朱
伯
韓
、
曾
滌
生
、
周
岷

帆
、
龍
翰
臣
、
劉
蕉
雲
、
孫
芝
房
與
曾
亮
凡
八
人
、
以
天
下
文
章
莫
大
乎
是
分
韻
、
得

乎
字
。
芝
房
編
修
是
日
撫
琴
」（『
柏
梘
山
房
詩
集
』
巻
八
）、
邵
懿
辰
「
廬
陵
先
生
生
日

讌
客
記
」（『
半
巖
廬
遺
文
』
巻
一
）、
朱
琦
「
六
月
二
十
一
日
、
邵
蕙
西
招
集
同
人
、
爲

歐
陽
文
忠
公
作
生
日
。
會
者
凡
八
人
、
梅
伯
言
農
部
、
曾
滌
生
閣
學
、
龍
翰
臣
侍
講
、

孫
芝
房
編
修
、
劉
椒
雲
學
博
、
周
子
靜
孝
廉
、
以
天
下
文
章
莫
大
乎
是
分
韻
、
得
下
字
」

（『
怡
志
堂
詩
初
編
』
巻
五
）、
曾
國
藩
「
丁
未
六
月
廿
一
、
爲
歐
陽
公
生
日
。
集
邵
二
寓

齋
分
韻
、
得
是
字
」（『
曾
文
正
公
詩
集
』
巻
一
）、
龍
啓
瑞
「
六
月
二
十
一
日
、
歐
陽
文

忠
公
生
日
也
。
蕙
西
同
年
召
集
其
齋
、
拜
公
遺
像
。
同
人
卽
席
分
賦
、
得
章
字
」（『
浣

月
山
房
詩
集
』
巻
二
）。

　
　

こ
の
酒
宴
の
あ
と
邵
懿
辰
が
戴
熙
に
『
醉
翁
亭
圖
』
を
依
頼
し
た
こ
と
は
、
こ
の
会

を
欠
席
し
た
王
拯
の
「
歐
陽
公
生
日
、
詩
同
人
悉
作
古
體
。
復
用
顔
韻
、
疊
成
二
章
」

（『
龍
璧
山
房
詩
草
』
巻
六
）
注
な
ど
に
見
え
、
欠
席
者
に
と
っ
て
も
関
心
の
高
い
酒
宴

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

8　

前
掲
の
も
の
以
外
に
、
拙
稿
「
方
苞
の
「
義
法
」
と
八
股
文
批
評
」（『
日
本
中
國
學

會
報
』
第
五
十
三
集
、
二
〇
〇
一
年
）、「
劉
大
櫆
の
文
論
と
八
股
文
批
評
」（『
金
城
学

院
大
学
論
集
（
人
文
科
学
編
）』
第
二
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
、
文
学
批

評
が
桐
城
派
形
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

9　

本
文
で
紹
介
す
る
『
寓
庸
室
詩
藁
』
以
外
に
、『
怡
志
堂
詩
初
編
』
巻
首
「
評
跋
」
に

は
梅
曾
亮
及
び
龍
啓
瑞
、
孫
衣
言
、
孔
憲
彝
ら
の
十
三
名
の
評
語
を
、『
澹
菴
文
存
』
巻

首
「
澹
菴
文
存
評
語
」
に
は
梅
曾
亮
や
朱
琦
ら
五
名
の
評
語
を
、『
對
嶽
樓
詩
續
錄
』
巻

首
「
評
跋
」
に
は
梅
曾
亮
や
秦
緗
業
な
ど
十
五
名
の
評
語
を
収
録
す
る
。
ま
た
、『
致
翼

堂
詩
文
集
』
に
は
、
梅
曾
亮
、
朱
琦
、
龍
啓
瑞
、
唐
啓
華
ら
の
頭
評
、
夾
評
、
総
評
が

作
品
ご
と
に
附
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、『
孫
芝
房
先
生
文
稿
』
に
は
吳
敏
樹
、
朱
琦
、

王
拯
の
総
評
が
、『
適
適
齋
文
集
』
に
は
王
拯
の
総
評
が
附
さ
れ
て
い
る
。

10　
「
裁
制
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
姚
鼐
「
與
陳
碩
士
」（『
惜
抱
先
生
尺
牘
』
巻
六　

二

十
六
葉
表
）
で
は
「
必
ず
簡
峻
な
る
を
欲
す
れ
ば
、
更
に
荊
公
の
爲つ

く

る
所
を
讀
む
に
若

か
ざ
る
は
、
則
ち
筆
閒
に
自
ら
裁
制
有
れ
ば
な
り
。
敍
事
の
文
、
繁
冗
の
累
ぬ
る
所
と

爲
れ
ば
、
則
ち
氣　

流
行
自
在
な
る
こ
と
能
は
ず
。
此
れ
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り

（
必
欲
簡
峻
、
莫
若
更
讀
荊
公
所
爲
、
則
筆
閒
自
有
裁
制
矣
。
敍
事
之
文
、
爲
繁
冗
所

累
、
則
氣
不
能
流
行
自
在
、
此
不
可
不
知
也
）。」
と
い
う
。
梅
曾
亮
は
同
じ
視
点
で
、

陳
兆
麒
「
項
伯
論
」（『
蘭
軒
文
集
』
巻
一
）
に
「
斷
制
老
辣
た
り
、
諸
論
當
に
此
れ
を

以
て
第
一
と
爲
す
（
斷
制
老
辣
、
諸
論
當
以
此
爲
第
一
）。」
と
い
う
評
を
加
え
て
い
る
。

11　

梅
曾
亮
の
離
京
に
先
立
ち
、
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）、
余
坤
が
四
川
へ
赴
任
し

て
い
る
。
道
光
二
十
五
年
（
一
八
四
五
）
に
は
王
拯
、
唐
啓
華
、
道
光
二
十
七
年
（
一

八
四
七
）
に
は
朱
琦
が
廣
西
へ
帰
郷
す
る
た
め
京
師
を
離
れ
た
。
ま
た
、
梅
曾
亮
の
送

別
の
宴
に
は
、
邵
懿
辰
、
孔
憲
彝
、
曾
國
藩
、
邊
浴
禮
、
秦
緗
業
、
馮
志
沂
、
何
秋
濤
、

黃
彭
年
が
出
席
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
、
道
光
三
十
年
（
一
八
五
〇
）
に
龍
啓
瑞
が
父

の
服
喪
の
た
め
廣
西
に
、
咸
豐
二
年
（
一
八
五
二
）
に
曾
國
藩
も
母
の
服
喪
の
た
め
湖

南
に
帰
郷
し
て
い
る
。

― 注注注 ―


